
ふつう あと少し

主要な歴史的な動向を概
ね理解できる

一部の歴史的な動向を理
解している

ランドスケープの歴史に
ついての理解が不十分

交通がランドスケープに
与える影響を理解してい
る

交通とランドスケープの
関係の一部を理解してい
る

交通とランドスケープの
関係について理解が不足
している

優れている よい

到達目標
A

ランドスケープデザイン
の歴史的変遷とその影響
を深く理解し、独自の考
察ができる

主要な歴史的な動向を把
握し、それらの関係性を
理解できる

交通とランドスケープの
関係について具体例を挙
げて深く説明できる

交通とランドスケープの
影響関係を説明できる

到達目標
B

科目名 ランドスケープ概論 年度 2026

Introduction to landscape 学期 前期

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・学年 土木・造園科 ２年次 必／選 必 時間数 30

担当教員 右田　順三 教員の実務経験 有 実務経験の職種 建築設計

【科目の目的】

ランドスケープデザインの歴史と変遷を学び、造園・土木・建築が交差する領域の基礎的な理解を深め、交通・都市計画・環境
とアートの融合を実際の事例から考察する。

【科目の概要】

ランドスケープデザインの歴史を学び、造園・土木・建築等が交差する領域について理解を深めます。

【到達目標】

複数の領域が交差して建設業は成り立っている。ここでは、自身が専門とする分野と隣接分野のかかわりを理解し、広い視点を
獲得することを目標とする。

【授業の注意点】

自ら問題意識を持ち、課題解決に向けて具体的に考えることを求める。理由のない遅刻や欠席は認めない。やむを得ず欠席した
場合は、自ら申し出て、授業内容を確認し、取り返す努力をすること。授業時間数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受
験することができない。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル２ レベル１

要努力

到達目標
C

都市空間と自然環境の調
和について実例を挙げて
説明し、具体的な提案が
できる

都市空間と自然の関係性
を理解し、調和を図るた
めの基本的な考え方が説
明できる

都市空間と自然の調和の
重要性を理解している

都市と自然の関係性の一
部を理解している

都市と自然の調和につい
ての理解が不足している

人口減少がランドスケー
プに与える影響を理解
し、対応策を具体的に提
案できる

人口減少の影響を理解
し、基本的な対応策を説
明できる

人口減少の影響を概ね理
解している

一部の影響を理解してい
るが、対応策が難しい

到達目標
D

モダニズムと機能主義の
理論を理解し、デザイン
への応用例を説明できる

モダニズムと機能主義の
基本的な理論を理解し、
デザインに関連づけられ
る

モダニズムと機能主義の
基本的な概念を理解して
いる

理論の一部を理解してい
るが、応用が難しい

理論について理解が不足
している

到達目標
E

人口減少とランドスケー
プの関係について理解が
不足している

【教科書】

配布プリント等

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

授業への取り組み、課題、期末試験等を総合的に評価する。

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。
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3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3
将来を見据えたランドス
ケープの設計思考

ランドスケープデザイン
における創造性の追求

人口減少がもたらす都市
空間の変化

5
アートとランドス
ケープの融合

アートがランドスケープ
デザインに及ぼす影響を
考察する。

現代アートとランドス
ケープの融合事例

6
人口減少とランド
スケープの再構築

人口減少がランドスケー
プデザインに与える影響
を理解し、持続可能なデ
ザインの必要性を学ぶ。

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

1
ランドスケープデ
ザインの起源と交
通

ランドスケープデザイン
の起源と、交通が果たす
役割を理解する。

有名な事例を体験する

再利用とランドスケープ
の再構築

持続可能なデザインの実
践例

エコロジカルデザインの
基本概念

自然環境と共生するラン
ドスケープの手法

環境保護とランドスケー
プの実践例

コミュニティ空間とラン
ドスケープデザイン

地域住民のニーズを反映
した設計手法

10
ランドスケープの
未来とテクノロ
ジーの役割

未来のランドスケープデ
ザインと、それを支える
テクノロジーの役割を探
求する。

1
1
〜
1
5

校外学習 実物から学ぶ 1

7
エコロジカルデザ
インとランドス
ケープ

評価方法：1.小テスト、3.パフォーマンス評価、3.その他

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

都市の自然とラン
ドスケープ

都市環境における自然と
その役割について学ぶ。

2
モダニズムと機能
主義の影響

モダニズムと機能主義の
理論がランドスケープに
及ぼす影響を学ぶ。

3
生活空間とランド
スケープ

日常生活空間とランドス
ケープの関係を理解す
る。

4

エコロジーの視点からラ
ンドスケープデザインの
重要性とその手法を学
ぶ。

8
コミュニティのた
めのランドスケー
プデザイン

地域コミュニティのニー
ズに応じたランドスケー
プデザインの方法を学
ぶ。

9
気候変動とランド
スケープの対応策

気候変動がランドスケー
プに及ぼす影響を理解
し、それに対応するデザ
インを学ぶ。

事例紹介とディスカッ
ション

気候変動とそのランドス
ケープへの影響

自然災害に対応するデザ
イン手法

耐久性と適応力のあるラ
ンドスケープデザイン事
例

最新のテクノロジーがラ
ンドスケープに与える影
響

スマートシティとランド
スケープの連携

備考 等

持続可能で適応力のあるデザインの発想力

テクノロジーがランドスケープに与える役割の理解

スマートシティとランドスケープの相互関係の考察

将来のニーズに応じたデザイン案の構想力

ランドスケープの役割がわかる 2

学期 前期

科目名 ランドスケープ概論 年度 2026

英語表記 Introduction to landscape

1

都市のランドスケープに
おける交通の影響

都市ランドスケープにおける交通の役割を説明する能力

モダニズムの歴史とラン
ドスケープデザイン

モダニズムと機能主義の概念理解

1これらの理論がランドスケープに及ぼす影響を説明する能力

デザイン実践への応用力

ランドスケープの歴史的
背景

基本的なランドスケープデザインの歴史的理解

交通の要素とそのデザイ
ン

交通デザインの基本概念の習得

生活空間のデザインとランドスケープの関連性の理解

1居住空間のランドスケープデザインの基本知識

生活空間デザインへの適用能力

都市における自然の価値と役割の理解

自然と人工物のバランス

ランドスケープにおける
アートの歴史と役割

機能主義の基本概念

現代のデザインにおける
応用例

生活空間の変遷とデザイ
ン要素

生活環境におけるランド
スケープの役割

居住空間と外部空間の融
合

都市における自然の役割
と歴史

都市緑地とランドスケー
プの機能 1緑地の機能と役割を説明する能力

自然環境とランドスケープデザインのバランスを考える力

アートがランドスケープデザインに与える影響を説明する能
力

1創造的なランドスケープデザインのアイデアを生み出す力

ランドスケープとアートの融合を実践的に理解する能力

人口減少の影響を踏まえたデザインの考察力

持続可能なランドスケープの基本概念の理解

地域資源を活かしたデザインの提案力

エコロジカルデザインの基礎知識

1

1

1

1

1

自然との調和を考えたランドスケープ手法の理解

環境保護に配慮したデザイン提案力

コミュニティ空間に対する基本的な理解

地域住民のニーズを反映するデザインの考案力

デザイン案をコミュニティにプレゼンする能力

気候変動の影響を理解し、それに対応する能力

自然災害対策を考慮したデザインスキル
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